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硫
  

黄

　

５
月
15
日
は
、
蔵
王
鉱
山
山
神
社
の
例
祭

日
で
す
。

　

今
年
も
「
蔵
王
鉱
山
の
歴
史
を
語
り
継
ぐ

会
」（
以
下
、「
語
り
継
ぐ
会
」
と
い
う
。）

主
催
に
よ
る
「
山
神
社
祭
り
」
が
蔵
王
鉱
山

関
係
者
約
50
人
が
集
い
、
盛
大
に
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
催
事
に
先
立
ち
、
５
月
13
日
に
は
、

役
員
に
よ
る
神
殿
の
雪
囲
い
外
し
と
境
内
清

掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

祭
日
当
日
は
、
午
前
11
時
、
掃
き
清
め
ら

れ
た
山
神
社
社
殿
前
に
会
員
な
ど
30
人
が
参

列
し
、
厳
か
に
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
、
昔
の
祭
日
と
同
じ
よ
う
に

ミ
ズ
ナ
ラ
の
新
緑
が
燃
え
て
い
ま
し
た
。

　

神
事
は
、
中
川
善
博
理
事
の
司
会
進
行
で

進
め
ら
れ
、
髙
橋
正
之
理
事
の
開
会
の
挨
拶
、

八
幡
神
社
・
芳
賀
宮
司
に
よ
る
祝
詞
奏
上
、

玉
串
奉
典
と
続
き
ま
し
た
。

　

玉
串
奉
典
は
、
氏
子
代
表
・
山
川
庄
助
氏
、

「
語
り
継
ぐ
会
」
副
会
長
・
土
屋
健
一
氏
、
日

東
金
属
鉱
山
㈱
本
社
代
表
・
間
山　

昭
氏
、

来
賓
代
表
・
県
議
会
議
員
佐
藤　

昇
氏
、
市

議
会
議
員・枝
松
直
樹
氏
、中
川
地
区
会
会
長
・

篠
原
政
志
氏
、
友
好
団
体
代
表
（
永
松
の
会

会
長
）・
熊
谷
勝
保
氏
、
元
山
採
鉱
所
代
表
・

川
口
尚
也
氏
、
製
錬
所
代
表
・
土
田
貞
男
氏
、

索
道
関
係
者
代
表
・
菊
地
政
男
氏
、
蔵
王
鉱

山
労
働
組
合
代
表
・
斎
藤
善
吉
氏
、
蔵
王
鉱

山
主
婦
の
会
代
表
・
山
口
千
恵
子
氏
、
遺
族

代
表
・
結
城
昌
夫
氏
、
中
川
第
二
小
学
校
卒

業
生
代
表
・
長
谷
部
佳
明
氏
の
方
々
が
行
い

ま
し
た
。
最
期
に
丹
野
啓
理
事
の
献
杯
、
閉

会
の
挨
拶
が
あ
り
、
神
事
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
４
月
15
日
、
蔵

王
猿
倉
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
川

口
兼
次
理
事
長
以
下
11
人
の

理
事
が
出
席
し
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
蔵
王
鉱
山
の
歴
史
を
語

り
継
ぐ
会
」
役
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
川
口
豊
専
務
理

事
よ
り
、
こ
の
１
年
間
の
経

過
報
告
が
行
わ
れ
た
の
に
続

き
、
５
月
15
日
に
執
行
す
る

「
山
神
社
祭
り
」
の
持
ち
方
、

歴
史
資
料
館
の
建
設
等
に
つ

い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

同
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

川
口
理
事
長
か
ら
「
股
関
節

の
不
調
か
ら
行
動
が
制
限
さ

れ
、
思
う
よ
う
に
資
金
活
動

　

同
日
正
午
よ
り
、
場
所
を
蔵

王
猿
倉
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
移

し
、
関
係
者
約
50
人
が
出
席
し

て
「
祝
賀
会
」
が
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
年
は
、
元
山
採
鉱
所
の

最
古
参
・
大
場
善
治
氏
の
ご
子

息
・
大
場
重
信
氏
（
市
内
ス
カ

イ
タ
ワ
ー
）
が
初
め
て
出
席
さ

れ
ま
し
た
。（
写
真
下
位
置
）

　
「
語
り
継
ぐ
会
」
理
事
長
・

川
口
兼
次
氏
は
、
昨
年
12
月
よ

り
股
関
節
を
痛
め
歩
行
困
難
と

な
り
、
山
神
社
祭
り
神
事
に
は

参
列
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

祝
賀
会
に
は
車
い
す
に
座
っ
て

出
席
、
主
催
者
挨
拶
を
行
い
ま

し
た
。

　

祝
賀
会
は
、
佐
藤
県
議
、
枝

松
市
議
、
上
山
市
観
光
物
産
協

会
会
長
・
五
十
嵐
伸
一
郎
氏
の

来
賓
挨
拶
、来
賓
紹
介
の
あ
と
、

「
語
り
継
ぐ
会
」・
間
山
相
談
役

の
音
頭
で
乾
杯
し
祝
宴
に
入
り

ま
し
た
。
大
曾
根
餅
つ
き
保
存

会
が
餅
つ
き
を
披
露
し
、
宴
に

花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

宴
の
冒
頭
、
川
口
豊
専
務
理

事
よ
り
、「
語
り
継
ぐ
会
」
の

こ
の
１
年
の
取
り
組
み
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

①　

平
成
29
年
12
月
、
旧
製
錬

資
料
館
建
設
を
一
年
間
延
期
、

来
年
の
例
祭
に
地
鎮
祭
を
執
行

仙
人
沢
の
「
七
曲
が
り
」
も
併
せ
て
整
備

蔵王鉱山山神社祭り、盛大に開催蔵王鉱山山神社祭り、盛大に開催蔵王鉱山山神社祭り、盛大に開催

「
蔵
王
鉱
山
の
歴
史
を
語
り
継
ぐ
会
」

役
員
会
を
開
催

そ
の
六  　

撤
収
・
そ
れ
ぞ
れ
の
道

蔵
王
鉱
山
は
誰
の
も
の

　
湯
町
角
、
新
湯
角
、
駅
前
の

３
カ
所
に
「
閉
山
反
対
闘
争
」

の
陣
を
構
え
、
署
名
活
動
や

カ
ン
パ
活
動
な
ど
が
行
わ
れ

た
。
多
く
の
上
山
市
民
か
ら

同
情
を
呼
ん
だ
が
、「
坑
内
火

災
」
は
ど
う
に
も
な
ら
な
か
っ

た
。
負
け
た
ー
。
誰
も
い
な
い

組
合
事
務
所
で
涙
し
た
。

　

索
道
と
か
事
務
所
、
ア
パ
ー

ト
と
い
っ
た
大
き
な
建
物
は

専
門
業
者
へ
。
い
わ
ゆ
る
ハ
モ

ニ
カ
長
屋
等
は
残
留
従
業
員

で
、
と
い
う
撤
収
方
針
が
出

さ
れ
た
。
何
年
か
ぶ
り
で
土

方
服
を
着
用
し
、
残
留
組
に

仲
間
入
り
し
た
。（
写
真
）

　

油
坂
を
登
り
、
嘉
助
さ
ん

の
畠
を
横
目
に
ト
ロ
飯
場
へ
。

そ
し
て
大
崩
を
足
早
に
通
り

抜
け
撤
収
現
場
へ
。
入
り
口
に

あ
っ
た
単
身
寮
か
ら
作
業
が

行
わ
れ
た
。
天
井
の
柱
に
ワ

イ
ヤ
ー
や
ロ
ー
プ
を
か
け
て
、

５
人
で
引
っ
ぱ
る
と
簡
単
に

倒
れ
て
い
く
。
し
か
し
、
片
付

け
る
の
が
大
変
だ
っ
た
。
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
基
礎
だ
け
は
そ

の
ま
ま
で
残
さ
れ
て
い
く
。

時
折
、
放
映
さ
れ
る
三
陸
津

波
の
映
像
を
見
て
い
る
と
当

時
を
思
い
出
す
。

　

夢
も
希
望
も
な
い
撤
収
作

業
は
、
ひ
と
夏
続
い
た
。
撤
収

が
終
わ
っ
た
ら
俺
た
ち
は
ど

う
な
る
の
だ
ろ
う
か
、
32
人

の
残
留
組
に
そ
ん
な
不
安
が

つ
き
ま
と
っ
て
い
た
。

　

職
安
（
現
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

へ
行
っ
て
み
た
。
つ
い
最
近
ま

で
団
結
の
鉢
巻
き
を
し
て

闘
っ
て
き
た
仲
間
た
ち
で
あ

ふ
れ
て
い
た
。
住
む
と
こ
ろ

は
見
つ
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
、
そ
し
て
職
は
。
閉
山
の
厳

し
さ
は
、
日
が
経
つ
に
つ
れ
増

し
て
い
く
よ
う
に
思
え
た
。

　
　
　
　
　
　

 

（
か
わ
ぐ
ち
）

所
（
蔵
王
猿
倉
イ
ベ
ン
ト
パ
ー

ク
）
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、

当
会
が
上
山
市
よ
り
「
指
定
管

理
者
」
と
し
て
認
定
を
受
け
、

平
成
30
年
４
月
１

日
よ
り
５
年
間
の

契
約
を
締
結
し
た

こ
と
。
な
お
、
平

成
29
年
７
月
11

日
、「
語
り
継
ぐ

会
」
役
員
10
人
に

よ
り
、
蔵
王
猿
倉

イ
ベ
ン
ト
パ
ー
ク

内
の
除
草
作
業
を

炎
天
下
の
中
実
施

し
、
環
境
整
備
に

寄
与
し
た
こ
と
。

②　

第
21
回
岸
英

三
杯
Ｚ
Ａ
Ｏ
猿
倉

ベ
テ
ラ
ン
ス
キ
ー

大
会
に
、
当
会
理
事
・
原
田
正

男
氏
が
出
場
し
、
強
豪
を
相
手

に
見
事
６
位
に
入
賞
し
た
こ

と
。

③　

小
松
正
和
設
計
士
を
中
心

に
、
旧
中
川
第
二
小
学
校
跡
地

を
見
分
し
、
建
設
地
の
杭
打
ち

を
行
い
、
駐
車
場
用
地
や
池
等

の
整
備
を
行
っ
て
、
建
設
に
向

け
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
こ

と
。

④　

平
成
29
年
７
月
６
日
〜
７

日
の
１
泊
２
日
の
日
程
で
、
永

松
の
会
が
企
画
し
た
、
鉱
山
の

歴
史
資
料
館
を
訪
ね
る
「
み
ち

の
く
北
秋
田
の
旅
」
に
川
口
理

事
長
が
参
加
し
、尾
去
沢
鉱
山
、

小
坂
鉱
山
、
阿
仁
鉱
山
等
の
歴

史
資
料
館
を
視
察
。
見
聞
を
広

め
た
こ
と
。

⑤　

平
成
29
年
９
月
13
日
〜
14

日
、
永
松
の
会
主
催
に
よ
る
山

形
県
内
鉱
山
関
係
者
の
集
い
が

開
催
さ
れ
、
川
口
理
事
長
が
出

席
し
ま
し
た
。こ
の
集
い
に
は
、

大
泉
鉱
山
（
鶴
岡
）、
谷
口
鉱

山
（
金
山
町
）
幸
生
鉱
山
（
寒

河
江
市
）
満
沢
鉱
山
（
最
上
町
）

木
友
鉱
山
（
舟
形
町
）
永
松
鉱

山
（
大
蔵
村
）
蔵
王
鉱
山
（
上

山
市
）
の
７
団
体
約
50
人
が
出

席
し
、
閉
山
時
の
思
い
出
や
そ

の
後
の
取
り
組
み
を
話
し
合
っ

た
こ
と
。

　

以
上
の
ほ
か
、
宴
の
最
後
に

川
口
理
事
長
よ
り
次
の
と
お
り

決
意
表
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

①　

蔵
王
鉱
山
歴
史
資
料
館
の

建
設
は
、
体
調
不
良
に
よ
り
次

年
度
に
持
ち
越
し
て
し
ま
っ
た

が
、来
年
度
の
山
神
社
祭
に
は
、

「
地
鎮
祭
」
を
執
り
行
い
た
い
。

現
状
は
、
資
金
不
足
を
否
め
な

い
の
で
、
こ
の
１
年
、
会
員
の

拡
大
に
努
め
る
一
方
、
指
定
管

理
者
の
業
務
を
し
っ
か
り
と
果

た
し
、
建
設
資
金
に
充
当
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
会
員
の
一

層
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
た
い
。

②　

資
料
館
建
設
事
業
と
並
行

し
、
仙
人
沢
か
ら
猿
倉
に
登
る

通
称
七
曲
が
り
を
整
備
し
、
森

林
管
理
署
に
登
録
す
る
よ
う
努

力
し
た
い
。

③　

政
治
と
行
政
に
「
語
り
継

ぐ
会
」
の
活
動
を
反
映
さ
せ
る

た
め
、
市
議
会
議
員
選
挙
に
候

補
者
を
擁
立
し
た
い
。

が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
新

年
に
入
り
、
ス
キ
ー
場
の
第
一

リ
フ
ト
が
故
障
し
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
そ
の
対
応
に
追
わ

れ
活
動
に
集
中
出
来
な
か
っ

た
。
誠
に
残
念
だ
が
、
建
設

の
取
り
組
み
を
１
年
間
延
期

さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
の
説
明

が
あ
り
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

～
資
料
館
建
設
の
１
年
間
延
期
を
承
認
～
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ペ
ン
で
結
ぶ
、近
況
だ
よ
り

　

中
川
第
二
小
学
校
か
ら
中
川
中
学
校
へ
。
野
球

で
活
躍
。
日
大
山
形
高
校
、
国
士
舘
大
学
（
二
年

中
退
）
へ
と
す
す
み
、
高
校
、
大
学
で
は
ス
キ
ー

部
に
所
属
、公
式
戦
で
入
賞
す
る
な
ど
鉱
山
で
培
っ

た
ス
キ
ー
技
術
を
発
揮
し
た
。

　

山
形
マ
ツ
ダ
自
動
車
に
就
職
。
結
婚
後
は
、
㈱

上
山
印
刷
に
勤
務
、
そ
の
後
独
立
。
現
在
は
上
山

市
内
で
印
刷
会
社
・
㈲
東
洋
企
画
印
刷
を
経
営
。

　

本
紙
の
発
行
の
み
な
ら
ず
、
会
の
広
報
全
般
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

子
息
も
会
社
経
営
に
参
加
し
、
商
工
会
青
年
部

で
活
躍
中
。

役 

員 

紹 

介

  

理 

事
　
土
田
　
貞
男
さ
ん

⑴
よ
う
や
く
教
員
に
な
っ
て

　

私
は
昭
和
２
年
８
月
15
日

に
生
ま
れ
ま
し
た
の
で
、
物
心

が
付
い
た
時
は
、
日
本
は
中
国

と
戦
争
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

満
州
事
変
と
い
い
ま
す
。

　

小
学
校
を
卒
業
す
る
と
何

に
な
る
か
。
ほ
と
ん
ど
が
農
家

の
手
伝
い
に
付
き
ま
し
た
。
私

は
、
何
の
迷
い
も
な
く
戦
争
に

大
切
な
も
の
は
食
べ
物
で
あ

る
と
思
い
、
楯
岡
の
村
山
農
学

校
を
受
験
し
ま
し
た
。
倍
率

が
高
く
、
４
人
が
受
験
し
て
私

だ
け
合
格
し
ま
し
た
。
同
僚
に

は
大
変
気
の
毒
で
し
た
。

　

卒
業
の
３
ヶ
月
前
軍
属
（
海

軍
）
の
養
成
所
入
り
の
通
知
が

来
た
の
で
、
や
む
な
く
昭
和
20

年
１
月
に
静
岡
県
沼
津
市
の

愛
鷹
山
（
あ
し
た
か
や
ま
）
の

中
腹
に
あ
っ
た
大
東
亜
省
直
属

父親は、鉱山の風呂場の坂下の社宅に住んで

いた土田貞二郎さん。 あ
の
人
こ
の
人

訪
問
記

訪
問
記

訪
問
記

中
川
第
二
小
学
校
で
教
鞭  

蔦
谷　 

栄
三
先
生

の
「
拓
南
錬
成
所
」
に
海
軍
軍

属
と
し
て
の
辞
令
を
受
け
ま
し

た
。
こ
の
軍
属
養
成
所
は
、
非

常
に
厳
し
い
教
育
で
、
連
日
連

夜
「
し
ご
き
」
と
ビ
ン
タ
の
連

続
で
し
た
。
朝
４
時
起
床
し
、

冷
水
浴
を
し
て
裸
で
の
寒
風
摩

擦
、マ
ラ
ソ
ン
４
キ
ロ
の
連
続
。

午
後
は
、
マ
レ
イ
語
、
ア
ジ
ア

の
地
理
、
南
洋
の
魚
類
の
学
習

が
あ
っ
た
。夜
は
、説
教
、反
省
、

ビ
ン
タ
、
床
に
入
っ
て
音
を
出

さ
ず
泣
い
て
い
た
。

　

大
東
亜
戦
争
は
、
８
月
ご
ろ

負
け
て
終
わ
る
と
所
長
の
小
島

中
将
よ
り
教
え
ら
れ
て
い
た
の

で
、
あ
と
半
年
の
辛
抱
だ
と
声

を
か
け
合
い
生
き
続
け
た
。
３

月
と
４
月
に
米
機
Ｂ
29
、
250
機

の
大
進
撃
、
大
襲
撃
。
傘
の
下

で
右
や
左
へ
隠
れ
ん
坊
を
す
る

如
く
逃
げ
る
毎
日
で
あ
っ
た
。

　

８
月
の
終
戦
＝
敗
戦
で
帰
っ

て
来
た
が
、
こ
れ
か
ら
何
を
し

よ
う
か
と
母
校
を
訪
ね
た
。
八

鍬
教
頭
先
生
は
、
大
変
喜
ば
れ

「
学
校
の
先
生
に
な
れ
！
」
指

導
し
た
。
教
員
免
許
状
を
取
得

す
る
た
め
の
勉
強
を
し
、
よ
う

や
く
１
回
で
合
格
し
、
中
学
校

の
教
員
免
許
状
を
受
け
た
。
堀

田
青
年
学
校
の
辞
令
を
受
け

て
、
国
語
、
農
業
等
の
指
導
に

当
た
り
、
５
年
が
過
ぎ
た
と

き
、
山
形
県
に
山
形
大
学
が
設

立
し
た
の
で
受
験
し
、
中
学
国

文
学
科
に
合
格
し
学
生
生
活

を
送
っ
た
。お
金
が
な
い
の
で
、

農
家
の
手
伝
い
を
し
て
、
か
ろ

う
じ
て
生
き
て
来
た
。

　

昭
和
28
年
４
月
卒
業
し
、

私
の
赴
任
す
る
学
校
は
ど
こ

か
と
思
っ
た
ら
、
庄
内
地
方
大

和
村
の
和
合
中
学
校
で
あ
っ

た
。
そ
の
学
校
で
国
語
、
美
術

教
員
と
な
り
、
庄
内
の
子
供
た

ち
を
村
山
弁
で
堂
々
と
指
導

し
た
。
生
徒
か
ら
は
大
い
に
受

け
て
、
方
言
劇
の
シ
ナ
リ
オ
を

村
山
弁
で
書
き
、
学
芸
会
で
学

生
劇
を
演
じ
て
喜
ば
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
昭
和
28
年
に
結

婚
し
、
２
年
後
に
長
男
・
一
行

（
か
ず
ゆ
き
）
が
生
ま
れ
た
。

別
居
夫
婦
で
は
ま
ず
い
、
と
上

山
市
教
育
委
員
会
が
上
山
市

立
東
小
学
校
教
諭
と
し
て
受
け

取
っ
て
く
れ
た
。
妻
・
つ
ね
子

と
長
男
の
３
人
で
古
屋
敷
分
校

を
宿
舎
に
し
て
、
山
の
子
を
友

と
し
て
指
導
し
た
。
そ
れ
ま
で

分
校
の
児
童
は
成
績
が
悪
い
と

言
わ
れ
て
、
自
信
を
無
く
し
て

い
た
の
で
、
私
は
、
学
力
充
実

と
運
動
力
向
上
、
そ
れ
に
表
現

力
を
持
つ
子
供
を
目
標
に
努
力

し
た
。
グ
ラ
ン
ド
の
代
わ
り
に

県
道
で
マ
ラ
ソ
ン
を
し
て
、
大

声
で
本
を
読
み
、
毎
日
日
記
を

付
け
て
文
字
を
学
び
、
半
年
か

け
て
本
校
の
児
童
を
追
い
越

し
、
児
童
た
ち
は
十
分
に
自
信

を
付
け
た
。学
校
運
動
会
で
は
、

「
３
等
以
上
で
な
い
と
古
屋
敷

の
子
で
な
い
。」
と
励
ま
し
、

絵
画
の
展
覧
会
で
は
、
分
校
が

多
数
入
選
し
た
。
山
形
県
の
オ

サ
ラ
イ
帳
の
表
紙
に
も
採
用
さ

れ
た
し
、
学
校
文
集
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
古
屋
敷
の
分
校

が
児
童
数
が
減
少
し
て
、一
学

級
の
み
と
な
り
、
妻
か
夫
の
ど

ち
ら
か
が
転
住
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
は
め
に
陥
っ
た
。

　

そ
の
時
、
上
山
市
教
育
長
の

木
村
信
一
先
生
か
ら
「
君
を
信
じ

て
い
る
か
ら
、
昨
年
で
き
た
ば

か
り
の
中
川
第
二
小
学
校
で
力

を
発
揮
し
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
、

妻
と
長
男
（
１
歳
）
の
３
人
で
、

バ
ス
に
乗
り
蔵
王
山
の
麓
の
創

立
２
年
目
の
学
校
に
着
任
し
た
。

　

宿
舎
は
、
鉱
山
会
社
の
社

宅
の
立
派
な
と
こ
ろ
を
無
料

で
貸
す
。
そ
こ
で
生
活
も
安
定

し
、妻
と
二
人
で
同
一
勤
務
は
、

少
々
他
人
に
毒
か
も
し
れ
な
い

が
、
我
慢
し
て
も
ら
い
私
な
り

に
努
力
し
た
。

　

教
育
の
内
容
と
し
て
、
大
き

な
学
校
と
同
じ
よ
う
に
す
べ
て

実
施
す
る
方
針
な
の
で
、
第
一

に
体
力
の
充
実
、
そ
れ
に
は
蔵

王
山
に
登
る
こ
と
。
第
二
に
学

力
の
充
実
、声
を
出
し
て
読
む
。

図
書
も
読
む
。
作
文
を
書
く
。

第
三
に
情
操
教
育
と
し
て
、
音

楽
の
重
視
。
第
四
に
図
画
を
描

き
発
表
す
る
、
の
４
つ
を
目
標

と
定
め
、
楽
し
い
小
学
校
生
活

を
送
ら
せ
て
も
ら
っ
た
。

⑵
登
校

　

製
錬
所
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
長
屋

や
１
戸
建
て
住
宅
か
ら
、
児
童

た
ち
は
１
列
に
な
っ
て
、
仙
人

沢
の
橋
を
渡
り
、
急
な
坂
道
を

汗
を
か
き
か
き
学
校
へ
と
進

む
。
朝
早
く
私
の
社
宅
ま
で
来

て
く
れ
て
「
せ
ん
せ
い
、
お
は

よ
う
」
と
呼
ん
で
く
れ
る
。
私

は
、
一
行
を
連
れ
て
、
保
育
を

お
願
い
し
て
い
る
齋
藤
大
ち
ゃ

◇ 

車
椅
子　

な
る
べ
く
気
付

　

か
れ
な
い
よ
う
に
、
サ
ン
グ

　

ラ
ス
を
か
け
、
山
大
医
学
部

　

の
長
い
廊
下
を
動
か
し
て

　

行
く
。
２
，
３
人
の
知
人
か

　

ら
「
大
丈
夫
か
」
と
声
を
か

　

け
ら
れ
た
。
雪
に
は
使
え
な

　

い
の
で
、
猿
倉
で
は
杖
に
切

　

り
換
え
た
。
車
椅
子
の
乗

　

り
心
地
は
最
高
で
あ
る
こ

　

と
に
気
付
い
た
。

◇ 

山
神
社　

老
朽
化
が
進
ん

　

で
き
た
。
近
年
中
に
建
て
直

　

し
が
必
要
。
今
後
、
建
て
直

　

す
と
き
は
、
歴
史
資
料
館
の

　

所
に
移
し
て
は
ど
う
か
。
い

　

ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
さ
れ

　

た
役
員
会
。
確
か
に
現
在
の

　

山
神
社
は
製
錬
場
が
一
望
で

　

き
る
ス
バ
ラ
シ
イ
所
に
建
っ

　

て
い
る
。
し
か
し
、
参
拝
者

　

が“

老
朽
化”

し
登
れ
な
い

　

の
で
は
駄
目
だ
。
こ
の
議
論

　

は
当
分
続
け
ら
れ
そ
う
。

◇ 

サ
ム
ラ
イ
長
屋　

住
人
の

　

２
世
Ｓ
君
が
我
が
家
を
訪

　

ね
て
き
た
。Ｓ
君
の
親
父
さ

　

ん
は
沖
縄
戦
線
の
生
き
残

　

り
だ
と
言
わ
れ
て
い
た
。
沖

　

縄
で
な
ぜ
生
き
延
び
る
こ

　

と
が
で
き
た
の
か
、Ｓ
君
か

　

ら
聞
い
て
真
相
が
分
か
っ

　

た
。
親
父
さ
ん
は
部
隊
の
斥

　

候
兵
だ
っ
た
。
本
隊
よ
り
先

　

行
し
、
情
報
を
収
集
す
る
の

　

が
任
務
。
本
隊
か
ら
離
れ
て

　

い
た
た
め
、
本
隊
は
全
滅
し

　

た
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
幸
運

　

に
も
生
き
延
び
た
の
だ
。
生

　

真
面
目
で
、
い
つ
ま
で
も
兵

　

隊
気
質
の
抜
け
な
い
人
だ

　

っ
た
。
雪
の
降
る
夜
、
裸
で

　

取
っ
組
み
合
い
の
喧
嘩
を
し

　

て
い
た
の
が
忘
れ
ら
れ
な

　

い
。　
　
　

  　
（
髙
橋
記
）

蔵
王
通
信

中
川
第
二
小
学
校
と
共
に
生
き
る
（ 

そ
の
１)

中
川
第
二
小
学
校
と
共
に
生
き
る
（ 

そ
の
１)　

鉱
山
で
の
習
慣
が
抜
け
ず
？　

山
菜
取
り
が
趣
味
。　

週
末
と
な

る
と
春
は
ワ
ラ
ビ
・
ぜ
ん
ま
い
は

も
と
よ
り
、
竹
の
子
を
求
め
て
は

山
々
を
駆
け
め
ぐ
っ
て
い
る
。

ん
の
家
に
子
供
を
預
か
っ
て
も

ら
い
、
急
ぎ
児
童
の
列
に
追
い

つ
き
学
校
に
着
く
。

　

私
の
担
任
は
、
小
学
校
４
年

生
。
４
年
生
は
、
小
学
校
６
年

中
急
激
に
発
達
す
る
時
期
で
あ

る
。
教
科
書
も
急
に
厚
く
な
り

指
導
内
容
も
急
増
す
る
。
こ
の

４
年
生
に
充
実
し
た
教
育
を
受

け
な
い
と
、
一
生
学
校
嫌
い
に

な
り
、
発
達
不
良
を
起
こ
す
。

私
の
学
級
は
、
一
人
残
ら
ず
元

気
に
勉
強
し
、
遊
び
回
っ
た
。

　

夏
休
み
が
過
ぎ
る
と
体
力
も

付
き
、
学
力
も
身
に
つ
き
、
他
校

に
負
け
な
い
児
童
と
な
っ
た
。
学

校
長
の
小
関
先
生
の
友
人
で
あ

る
山
形
第
六
小
学
校
の
教
員
が

研
修
の
た
め
見
学
に
来
た
。
山

六
小
の
先
生
方
は
、
中
川
二
小
の

児
童
の
態
度
を
視
察
し
、
驚
い

た
の
は
、
元
気
で
明
る
い
児
童

だ
と
ほ
め
て
く
れ
た
。
特
に
、
書

道
が
上
手
だ
が
、
ど
ん
な
指
導

を
し
て
い
ま
す
か
と
尋
ね
ら
れ

た
。
私
は
、「
書
道
の
練
習
中
は
、

よ
く
手
本
を
見
て
書
け
。
清
書

に
は
紙
１
枚
の
み
与
え
、
何
も

見
ず
に
書
け
。
清
書
だ
も
の
、マ

ネ
書
き
や
下
書
き
を
下
に
し
て

写
す
の
は
絶
対
し
て
は
な
り
ま

せ
ん
と
教
え
て
い
ま
す
。」
と
答

え
ま
し
た
。
大
変
感
心
し
て
い

た
。　
　
　
　
（
次
号
に
続
く
。）

◇
野
地
洋
か
ら

 

　
　

　
✒

 

秋
山
峰
広
君
へ
◇

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

峰
広
君
が
蔵
王
温
泉
の
保
養
所

に
お
勤
め
の
頃
、
一
度
家
族
で
宿

泊
さ
せ
て
い
た
だ
き
大
変
お
世
話

に
な
っ
た
事
を
懐
か
し
く
思
い
出

し
て
お
り
ま
す
。（
そ
の
家
族
も

平
成
13
年
に
バ
ラ
バ
ラ
に…

）

　

高
校
通
学
の
時
の
寄
宿
舎
の
生

活
も
、
鉱
山
の
閉
山
に
よ
り
皆
バ

ラ
バ
ラ
に
な
り
、
辛
い
思
い
を
し

ま
し
た
ネ
。
私
は
、
高
校
２
年
に

な
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
す

が
、
親
父
が
蔵
王
鉱
山
と
同
会
社

で
、
秋
田
県
の
相
内
鉱
山
に
勤
め

る
事
に
な
り
、
自
分
は
高
校
を
中

退
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
親
父

に
「
上
山
か
山
形
に
下
宿
さ
せ
て

く
れ
ヨ
」
と
何
回
か
頼
ん
だ
の
で

す
が
だ
め
で
し
た
。
今
こ
の
歳
に

な
っ
て
も
悔
い
が
残
っ
て
い
ま
す

し
、
親
父
を
恨
ん
で
い
ま
す
。

　

昭
和
38
年
頃
秋
田
に
引
っ
越
し

ま
し
た
が
、
そ
の
後
私
は
19
歳
の

時
、
東
京
中
央
区
の
運
送
会
社
に

入
社
し
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
運
転

手
、
そ
の
後
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に

転
身
、
20
年
程
東
京
暮
ら
し
を
し

た
の
ち
、
昭
和
61
年
３
月
、
福
島
に

移
住
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

父
・
直
治
は
、
80
歳
の
時
脳
梗

塞
に
な
り
入
院
。
施
設
等
を
５
カ

所
程
変
わ
り
ま
し
た
が
、
平
成
17

年
５
月
89
歳
で
他
界
。母・ヨ
シ
は
、

平
成
27
年
12
月
97
歳
で
他
界
。
私

の
兄
弟
は
、
次
男
・
貢
は
、
川
崎

市
で
大
工
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。

３
男
・
智
は
、
厚
木
市
で
歯
車
製

作
会
社
勤
務
を
経
て
、
昨
年
65
歳

で
退
職
し
ま
し
た
。妹・美
智
子
は
、

白
血
病
の
た
め
、
平
成
28
年
４
月
、

59
歳
で
新
宿
の
大
学
病
院
で
他

界
。
自
宅
は
板
橋
区
で
す
。

　

私
は
、
離
婚
と
死
別
を
一
度
ず

つ
経
験
し
、
１
年
半
前
か
ら
６
歳

下
の
女
性
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

峰
広
君
、
是
非
お
会
い
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
お
互
い
、

体
に
気
を
付
け
て
頑
張
り
ま
し
ょ

う
ネ
！

昭和 33 年度中川第二小学校卒業写真

中川第二小学校時代（前列左から3 人目） 小生の近況

前列左から、　 小関芳之先生、中野先生、蔦谷先生、小関芳栄校長、佐藤教頭、佐藤伸行先生、萩生田千代子先生。

２列目左から、鈴木喜久夫、桑原久仁美、川上美代子、井上トミ、寮母さん、鈴木用務員さん、一柳先生、

　　　　　　  海老名六郎先生

３列目左から、小関誠、多田博美、秋山峰広、髙橋トモ子、多田弘子、青山貴美子、佐藤弘子

４列目左から、佐藤竹志、野地洋、多田光蔵、髙橋正之、鹿野孝雄、齋藤大作、渋谷浩治、齊藤昭夫

　

今
年
も
山
神
様
の
祭
り
日
は
、

晴
天
を
迎
え
ミ
ズ
ナ
ラ
の
新
緑
が

燃
え
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
境
内
か

ら
製
錬
場
の
跡
地
を
眺
め
た
時
、

昔
胸
を
と
き
め
か
し
て
鳴
ら
し
た

太
鼓
の
囃
子
が
か
す
か
に
蘇
っ
た
。

幼
い
時
胸
の
奥
に
刻
み
込
ん
だ
「
思

い
出
」
は
、
な
か
な
か
消
え
な
い
。

◆「
鉱
山
は
誰
の
も
の
」
を
読
み
、

閉
山
時
の
撤
収
作
業
の
模
様
を
初

め
て
知
っ
た
。
将
来
の
不
安
を
抱

え
な
が
ら
の
重
労
働
、
ご
苦
労
さ ◇

野
地
洋
か
ら

　
　  ✒

 

桑
原
久
仁
美
君
へ
◇

　

久
仁
美
君
、
上
山
の
寄
宿
舎
で

の
生
活
は
、
高
校
に
通
学
し
て
い

た
頃
、蔵
王
鉱
山
の
閉
山
に
よ
り
、

皆
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
ま
し
た
ね
。

　

高
校
２
年
に
な
っ
た
ば
っ
か
り

だ
っ
た
ネ
。
思
い
出
せ
ば
、
あ
れ

か
ら
50
数
年
の
歳
月
が
過
ぎ
、
一

度
も
お
会
い
し
た
事
が
あ
り
ま
せ

ん
。
高
校
卒
業
後
、
上
山
の
ホ
テ

ル
（
旅
館
）
で
板
前
の
料
理
長
を

や
り
、
何
十
人
か
の
料
理
人
を
指

導
し
て
い
る
と
い
う
事
を
、
以
前

耳
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
自
分
の
店
を
経
営
し

て
い
る
の
で
す
よ
ネ
。
凄
い
で
す

ネ
。
何
年
か
前
に
電
話
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
け
ど
、
覚
え
て
い

ま
す
か
。
店
の
方
は
、
忙
し
い
と

思
い
ま
す
が
、
体
を
大
事
に
し
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ネ
。

　

是
非
お
店
の
方
に
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
酒
が
大

好
き
で
す
の
で
、
一
緒
に
飲
み
た

い
で
す
ネ
。

れ
た
諸
兄
の
皆
さ
ん
に
心
よ
り
礼

を
申
し
述
べ
た
い
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。◆
恩
師
の
蔦
谷
先

生
を
訪
ね
た
。
お
会
い
す
る
た
び

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
圧
倒
さ
れ
、
力

を
も
ら
う
。「
訪
問
記
」
の
続
き
を

次
号
に
掲
載
し
ま
す
。◆「
ペ
ン
で

結
ぶ
」
は
同
級
の
N
君
。
家
族
の
不

幸
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
懸
命
に

生
き
抜
い
て
い
る
。
ペ
ン
を
駅
裏
の

原
動
所
寮
に
一
緒
に
入
っ
た
K
君
に

つ
な
い
で
く
れ
た
。  

◆「
役
員
紹
介

の
土
田
氏
。
中
学
で
は
３
塁
手
、

敏
捷
な
守
備
。
ゴ
ル
フ
の
ス
イ
ン

グ
が
当
時
の
バ
ッ
テ
ン
グ
そ
の
ま

ま
◆
本
紙
の
次
号
は
、
８
月
に
発

行
予
定
。
６
月
開
催
の
N
P
O
法

人
の
総
会
を
主
題
に
し
て
、
ま
た

「
会
員
の
拡
大
」
な
ど
も
呼
び
か
け

る
。
記
憶
は
、
写
真
な
ど
の
映
像

か
ら
蘇
る
こ
と
が
あ
る
。
秘
蔵
し

て
い
る
「
思
い
出
の
写
真
」
を
募

集
す
る
こ
と
も
構
想
に
入
っ
て
い

る
。
乞
う
、
ご
期
待
！
（
髙
橋
記
）

編集後記

　
今
回
は
、
中
川
第
二
小
学
校
で
３
年
間
教
鞭
を
取
ら
れ
た
蔦
谷
栄
三
先
生
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
筆
者
（
髙
橋
）
は
、
先
生
が
小
学
校
に
赴
任
し
た
と
き
、
初
め
て
担
任
し
た
学
級
（
小
４
）
の
生
徒
で
し
た
。

奥
様
（
つ
ね
子
先
生
）
と
幼
い
ご
長
男
を
連
れ
て
赴
任
さ
れ
、
学
校
前
の
池
の
傍
の
社
宅
に
お
住
ま
い
で
し
た
。

　
上
山
南
中
校
長
、
上
山
市
教
育
長
を
歴
任
。
絵
画
、
彫
刻
制
作
で
活
躍
さ
れ
、
平
成
26
年
に
は
、
山
形

県
最
高
の
文
化
賞
で
あ
る
「
齋
藤
茂
吉
文
化
賞
」
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
90
歳
、
鶴
脛
町
の
ご

自
宅
で
一
人
暮
ら
し
な
が
ら
も
、
近
く
の
ア
ト
リ
エ
を
拠
点
に
意
欲
的
に
創
作
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

平成 30 年 6 月1日 　第 8 号（2）


